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鞍術 ノー ト

In-0リ ン グ シ ー ル に つ い て

工学部 服 部 武 志(吹 田4668)

低 温 での 真空 シ ール には,各 種 ハ ンダ付 け,メ ・タル ー0リ ング,メ タルス リ合 せ等,色 々な方 法 が あ

bま す が,こ こで は,私 達 の 行 っ』てい る1n-0リ ン グに よ る方法 につ い て,気 の 付 い た事 を少 し述 べま

す。 エn-0リ ング シー〃 は ポ ピュラ ーな方 法 な ので 特 別 目新 し さは あ りませ ん が,初 め て行 う人 の 為

に少 しで も参考 にな れ ぱ と思 っ てい ーます 。基 本 的 な事 柄 は,工 学 部 吉永研 で 行 わ れ て来 た方 法 です 。

(Y瓦akagawaandH.Yoshinaga;」.」.A.P旦,125(1970))。 私 達 は この 工n-

0リ ング をボ ン ピング した 液体Heに 浸 された 遠 赤外 用 の ライ トパ イ ブ系 の真 空 シール に用 い て いま す。

1.特 徴

a)ま ず第 一 に手 軽 さが上 げ られ ます。 これは取 扱 い もさる こ となが ら,時 間的 に も手 早 くセ ッ トが

で きます。 少 し慣 れ て くれ ば,10～20分 以 内 に試 料 をセ ッ トし,真 空 に引 い て,低 温 状 態 に持 っ

て行 く事 が で き'ます。

b)シ ー ルの 時 温度 を上 げ る必要 が無 い ため,熱 に弱 い試 料 の場 合 や 温度 を上 げた くな い場 合は 有 利

で す6実 際,私 達 の場 合,遠 赤 外 光 検 出 の ボロメーター,詮 よび,フ ィル ター(吉 永 フィ ル ター)類

が セ ッ トされ て い るた め に シー ル部 分 の温度 は上 げ られな い ので,工n-0リ ン グシ ール が 最 良 の

方法 と丘 って いま す。

c)メ タル ー メタル シー ル以 外 に も,メ タル ーガ ラス シール等 が 可能 で す。 そ れ故,光 学 窓 の敢 わ付

け等 もで きま す 。

d)欠 点 と しては ハ ンダ付 け の様 に一 度 の シー ルが半 永 久 的で な い事 で す。 しか ・し,旨 くセ ッ トす れ

ば,室 温 一 液体He温 度 の20回 程 度 の繰 り返 しに も耐 え得 ま す。 又,頻 繁 に試 料 を欺 珍換 える 部

分 には か え っ て都合 が よい と思 い'ます。

2.0リ ング 作成

私達 の使 用 して い る0 、リン グは径1.5～1.7伽 φの 針金 状 の もので す。 エnの 針 金 を必要 な長 さに

切 り出 し,リ ン グ状 に し,接 合 部 を カ ミソ リで斜 め に切 り,上 下 に張 り合 せ(工nの フ レ ッシ ュな 面

は かな りの粘 着 力 が あ ります),.0リ ング を作 りま す。 これ を普 通 の ゴムーOリ ング の様 に使用 しま

す。 そ の際,○ リン グ溝 は ゴ ムー0リ ングの場 合 よ りか な り浅 自に してお きます。 私達 は この 工n-

0リ ングで,20φ か ら60φ の フ ラ ン ジの 接合 を行 な っ てい'ます 。 工n-Oリ ング使 用 の際,表 面 に シ
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リコ ング リース を極 く薄 く塗 っ て澄 くと初 め てで も失 敗 の確 率 は少 な くな ります(低 温 セ ン ター山本

さんの 助言)。 又,一 度 真 空 に 引い た 後 で,フ ラ ンジの ネ ジを締 め直 す と良 い で しよ う。

3.工n針 金 の 作 り方

工n針 金 は業 者 に頼 め ぱ 作 っ て くれま す が,割 高 に な る よ うで す。 自作法 は そ れ ほ ど難 し くないの石

度 々使用 す る場 合 は 自作 され る と良 いで しよ う。 作 り方 は トコ ロテ ンの作 り方 と同 じで,図 に示ナよう

な治具 を作 り,4-nine程 度 の エnの 塊 を数 個(計20gr前 後)詰 め て,油 圧 プレッサー等 で 圧

力 を掛 け,下 の ノズ ル か ら押 し出 しま す 。 治具 の材 質 は,以 前 は 真 鍮 を用 い てい ま し たが,強 度 的 に

弱 い ので,最 近 は ス テ ン レ スを用 い て いま す。 プ レ ス した後,治 具 の2つ の 部分 はInの た め に くっ

つ いて しま い ます が,ガ スパ ー ナ ーで残存 して いる エnが 溶け る温 度 まで 熱 してや れ ぱ安 易 に二 つ に.

別 れます 。

4.エn再 生法

工nメ タルは 比 較 的高 価 な ため(約100円/gr),私 達 は一 度 使用 した エnを 再 生 して 使用 して

いま す。 以前 は,使 用 した もの をそ のま ま 針金 用 の材 料 と して使 って いま したが,エn針 金 の 中 に不

純 物(酸 化 物,グ リース,ご み等)が 入 って しま い あま り良

くな か った です 。 再生 法 として は,真 空 中 で の ドロ ッ プ等 が

裟謙 竺垂諜 鷺;1灘1一
洗 った後,ア ル ミナの ル ツボ等 の中で ハ ンダ用 の フ ラッ クス

と共 に溶.し'ます 。 冷 え た らフ ラ ック ス を取 り除 き,ア セ トン

で洗 い ます。 これ を 工n針 金の 原料 とし て再 び用 い ます 。私

達 は 工社 の フ ラ ック ス を用 い てい ます が,こ れ には揮 発 性 の

物 質 が含 ま れ て いる の で,直 接 火 に掛 け る と発 火 の危 険 が あ

るので 注 意 して下 さい。

5.付 記

工n-0リ ン グの 作 り坊 には,私 達 の 行 っ てい る針金 を用 い

る方法 以 外 に も,Inの 板 を打 ちぬ い て作 る こと もで きま す。

試 され て 見る の も良 い と思 いま す。

In-Oリ ング に関 して初歩 的 な こ とを気 が付 くま ま に書 い

て きま した が,ま だ色 々 とぬけ てい る こ と(例 えば真 空 シ ー

ル の チ ェ ック法 等 も)も ある と思 い ます し,又 実 際 に使 われ

てい る方 は,チ ョッ トした所 に工 夫 を こ らしてい る と思 いま

す の で,お 教 え下 され ば幸 い です 。

50卿

＼

エn塊

Fig.1.工n針 金 作成 用 治具
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